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～地域での助け合いの関係を築きましょう～ 

栗東市役所 健康福祉部 社会福祉課 

〒520-3088 滋賀県栗東市安養寺一丁目１３番３３号  

電話 077-551-0118  FAX 077-553-3678 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ shakai@city.ritto.lg.jp 
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～「自分たちの地域は自分たちで守る」 

   助け合いの関係を築きましょう～ 

 
 

国や地方公共団体など 

による公的行動 
 

支援を必要とする人の情報を共有

し、災害を想定した準備を行う。 

災害時には、市、消防、警察など

により救助活動や支援物資の提供

などを行う。 
 ○災害や避難に関する情報提供等 

 ○避難所の開設・運営 

 

自分の身は 

自分で守る行動 
災害時に、市民一人ひとりが自分の

命を守ることができるよう、平常時

から準備や心構えをしておく｡ 
○家具の転倒防止 

○避難経路の確認 

○非常持出品の準備等 

地域や周りの人どうし

が助け合う行動 
 

近所の交流や避難訓練等を通じて、

地域の防災体制を整えておく。災害

時には、できる範囲で要支援者や傷

病者の避難を支援する。 
  ○避難訓練 ○防災マップづくり 

  ○日頃からの声かけや見守り 

    

連携 

協力 

共 助 
地 域 

自 助 
一人ひとり 

公 助 
行政機関 
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② 状況を知る 

③ 避難をする 

④ 避難所で生活をする 

災害が起きた場合の行動の流れ 

・災害情報等により避難を行います 
   危険を感じたら、自主避難を行います 

   地域で助け合いながら避難しましょう 

助け合って避難生活を送る 

・自分の安全を確保します ① 自分の身を守る 

 

・災害情報等を収集します 

・避難の準備を行います 

①要配慮者（ようはいりょしゃ） 

避難するときや避難所での生活において、特に配慮が必要な方 

高齢者・障がい者・乳幼児・妊産婦・傷病者・外国人等 

②避難行動要支援者（ひなんこうどうようしえんしゃ）＝要支援者（ようしえんしゃ） 

要配慮者のうち、一人では避難することが困難で、避難のために特に支援を必要とする方 

③支援者等（しえんしゃとう） 

地域の避難支援者、民生委員・児童委員、自治会及び自主防災組織 

④関係機関（かんけいきかん） 

栗東市社会福祉協議会、草津警察署及び湖南広域消防局中消防署 

＜用語の説明＞ 

 

 
要配慮者 

地域 

住民 

避難行動 

要支援者 

 

 

・避難所での運営に協力しましょう 
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災害時に要支援者の避難支援を迅速かつ円滑に行うため、要支援者の情報を把握すると

ともに、平常時から、支援者等や関係機関に情報提供し、避難誘導や情報伝達など避難支

援体制を共有する制度です。 

  

 

要支援者の対象となる人は、在宅で生活している次のような人です。 

① 75 歳以上でひとり暮らしの高齢者又は７５歳以上の者のみで構成される世帯の人 

② 介護保険の要介護 1 以上の認定を受けている人 

③ 身体障害者手帳 1・2 級の交付を受けている人 

④ 療育手帳 A1・A2 の交付を受けている人 

⑤ 精神障害者保健福祉手帳 1 級の交付を受けている人 

⑥ 難病を患っている人 

 ⑦ 災害時に自ら避難することが困難で支援を要する人 

 

 

「申請書兼同意書」の提出により、登録台帳へ登録します。また、平常時から支援活動

に携わる支援者等や関係機関へ支援のために必要な個人情報を提供します。 

 

 

 本人の作成した情報は、「登録台帳」・「避難支援プラン」（以下、「登録台帳等」）とし

て支援者等や関係機関に提供します。地域では、平常時の防災訓練などを通じて要支援

者への情報の伝達や避難方法など、災害時の地域の支援体制づくりなどに活用していた

だきます。 

 

「登録台帳」とは…自治会単位で要支援者の氏名、性別、年齢、住所、連絡先、避難支

援を必要とする理由などが記載されたものです。（P7 参照） 

「避難支援プラン」とは…要支援者一人ずつの登録台帳の情報や、避難誘導時の留意事

項、地域の避難支援者の情報、自宅平面図（任意）などが記載されたものです。（P8 参

照） 

 

 

 

   災害時の避難支援を迅速かつ円滑に行うためには、地域の避難支援者の登録が不可欠

です。災害時において災害に関する情報を伝え、一緒に避難するなどの支援を心がけて

いただく方で、要支援者の隣近所の人が望まれます。ただし、支援する活動は責任を負

うものではありません。ご自身の生命等を最優先として、可能な範囲で支援を行う助け

合い活動です。 

～栗東市災害時避難行動要支援者登録制度～ 

1.登録制度とは 

2.対象者について 

5.地域の避難支援者について 

4.「登録台帳」・「避難支援プラン」について 

3.申請・登録について 
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・自主防災組織 

及び自治会 

・民生委員・ 

   児童委員 

・要支援者（本人） 

・地域の避難支援者 

・栗東市社会福祉 

     協議会 

・草津警察署 

・湖南広域消防局 

    中消防署 

登録台帳 

 

◆要支援者と日頃から顔の見える関係づくりをしましょう 

◆防災訓練等を実施する際に、要支援者の避難支援を想定した訓練等を取り入れましょう 

◆要支援者宅の表記・避難所・危険箇所・避難ルート等を記載した防災マップづくり 

 

◆支援・協力できることを申し出る 

活用方法（参考） 

提

供 

・・・申請書兼同意書の提出 

支援を希望される人

（要支援者） 

市  役  所 
（社会福祉課） 

 

 登 録 

登録台帳 ・ 避難支援プランの作成 

 

 

登録台帳 

避難支援プラン 
避難支援プラン 

～申請から情報提供まで～ 
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 （1）情報提供先 

  

 

 

（2）更新方法 

     要支援者からの申請等により、登録台帳等の内容に変更があった場合、市から異

動情報を文書により報告します。報告があった場合は、保管されている「登録台帳」・

「避難支援プラン」の更新をお願いします。また、死亡・転出等により、支援が必

要でなくなった場合は、「避難支援プラン」の返却をお願いします。（下記の①、②） 

    ＊ただし、支援活動に必要な場合は、保管してください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※登録台帳等の更新は、加筆修正を基本としていますが、修正箇所が相当数となった場合など 

 必要に応じて、台帳全体の更新もさせていただきますので、その際は市（社会福祉課）まで 

 ご連絡をお願いします。 

  

 

 

市からは、支援者等や関係機関に対して「登録台帳」と要支援者の「避難支援プラン」を

平常時から提供します。 

区   分 
要支援者 

（本人） 

地域の避

難支援者 

 

民生児童・

児童委員 
 

 

自主防災組織 

・自治会 
 

栗東市社会

福祉協議会 
草津警察署 

湖南広域消防局  

中消防署 

登録台帳 × × ○ ○ ○ ○ ○ 

避難支援プラン ○ ○ ○ ○ × × × 

情報の提供先と更新・管理 

 

（「○」…提供します 「×」…提供しません） 

①「登録台帳」の更新方法 

 ○新 規 登 録・・・登録台帳に要支援者の情報を加筆してください。 

 ○変 更・・・登録台帳の項目が修正された場合、該当項目を変更してくだ 

           さい。            

 ○死亡、市外転出、市内転居、長期入院、施設入所等・・・登録台帳に線を引き「削

除」と記入してください。 

 

②「避難支援プラン」の更新方法 

 ○新 規 登 録・・・避難支援プラン（地図付）を台帳と一緒に保管してください。        

 ○死亡、市外転出、市内転居、長期入院、施設入所等・・・避難支援プランを市社会 

  福祉課へ返却してください。 
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「
登
録
台
帳
」
・
「
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」
の
見
本

 

登
録
台
帳
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表
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プ
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ン
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（3）登録台帳等の管理方法 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （4）個人情報の管理について 
   支援者等や関係機関が取り扱う個人情報については、災害対策基本法等により守秘義

務が課せられ、平素の見守りを含む支援活動以外の目的に情報を使用することが禁止さ

れています。個人情報の適正な管理についてご協力をお願いします。 

  

①要支援者の情報は、部外者への漏えい防止の観点から、管理ができる保管場所

の指定をお願いします。 

②要支援者の情報については、複写や転写、その他の情報機器への入力等はなさ

れないようにお願いします。必要な場合は、情報漏えい等に十分配慮された上

で必要最小限の範囲でお願いします。 

登録台帳等の保管について 

③個人情報保護の重要性については、支援等に携わる方々への周知をお願いしま

す。 
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と
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高
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や
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者
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方
な
ど
が
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し
て

 

暮
ら
せ
る
地
域
づ
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り
を
目
的
に
、
災
害
時
の
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援
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
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録
制
度

 

で
す
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※
災
害
時
の
支
援
を
確
約
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

登
録
の
対
象
と
な
る
人
は

 
①

7
5
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
ま
た
は

 
 

 
 

 
 

 

7
5
歳
以
上
の
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
人

 

②
介
護
保
険
の
要
介
護
１
以
上
の
人

 

③
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の
人

 

④
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
の
人

 

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
人

 

⑥
難
病
を
患
っ
て
い
る
人

 

⑦
災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で

 

支
援
を
要
す
る
人

 

個
人
情
報
の
取
り
扱
い

 
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
提
供
を
受
け
た

 

支
援
者
等
に
対
し
て
は
、
災
害
対
策
基
本
法
等
に

 

よ
り
、
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 

１
 

同
意
・申
請

 

市
役
所
（
社
会
福
祉
課
）
 

避
難
行
動
要
支
援
者

 

地
域
の
避
難
支
援
者
、
自
治
会
、

 

自
主
防
災
組
織
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
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会
福
祉
協
議
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、
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察
署
、
消
防
署

 

3 
情
報
の
提
供

 
（
台
帳
・
プ
ラ
ン
） 

2 
台
帳
登
録

 
プ
ラ
ン
作
成

 

4 
平
常
時
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か
け
、
見
守
り

 

・
避
難
訓
練

 
な
ど

 

5 
災
害
時

 
・
避
難
行
動
の

 

 
 

 
 

 
支
援
な
ど

 

内
閣
府
資
料
を
参
考
に
作
成

 


